
(2)大学院

平成7.年度大学院学生

霊長類学専攻

氏 名 学年 指導教官研究テーマ

小林 隆 D6加納隆至 都井岬の半野生馬に

おけるにおいづけ行

動研究

橋本千絵 .D6加納隆至 ピグミーチンパンジ

ーの母子間関係

植木浩一郎D5久保田競 随意運動の発現機構

の解明

田中 番 D4加納隆至 ニホンザルの採食行

動の群間比較 ､I
金沢 別 D3松沢哲郎 ヒト及びニホンザル

の表情認知

嶋田 誠 D3庄武孝義 グリベットモンキー

の集団迫伝学的研究

松元健二 D3久保田競行動発現にはたす前

頭眼回及び帯状回の

役割についての神経

生理学的研究

金 殿決 D2竹中修 霊長類におけるY染

色体迫伝子の分析

長谷川良平D2久保田放作業記憶たもとづく

眼球運動の発現に関

する前頭連合野の働

き

橋浦和秀 D2小嶋祥三 霊長 類 にお ける音

声 ･聴覚の研究

山越 舌 D2杉山幸丸 チンパンジーの採食

生態 ･道具使用

岡本暁子 Dl杉山幸丸 チシパンジ二におけ

る社会交渉の実験的

研究

奥千奈美 Dl茂原信夫 内耳の形態と機能

栗田博之 Dl杉山幸丸 ニホンザルの行動学

的研究

GdrjaBelayDl庄武孝義 ゲラダヒヒの集団迫

伝学的研究

山根 到 Dl久保田娩運動学習への運動性

皮質の関与

宮本俊彦 (休学中)

佐藤 明 M2松沢哲郎 霊長類における因果

･推論の研究

田代靖子 M2加納隆至 ニホンザル老齢メス

の社会交渉

田仲祐介 M2-久保田競祝党系における異種

情報の統合処理過程

の研究

福士珠美 M2久保田競対象認知による筋力

発揮の準備過程の脳

内機構

泉 明宏 Ml小嶋祥三 霊長類隠党系におけ

る情報処理

伊藤浩介 Ml小嶋祥三 霊長類の性格の研究

大平耕司 Ml林基治 霊長類脳発達におけ

る神経栄養因子の分

子生物学的研究

竹元博幸 Ml杉山幸丸 霊長類の採食生態

松原 幹 Ml･杉山事丸 ヤクシマザルの行動

生態学的研究

水谷俊明 Ml松沢哲郎 テナガザルのデュエ

ット

研究概要

小林 隆 :都井岬の半野生馬の行動学的研究

ウマの排継物に対するにおいかぎ､フレーメン､

においづけの機能を､野外観察を通して探る｡

橋本千絵 :チンパンジーの生態学的研究

ウガンダ ･カリンズ森林に生息するチンパンジ

ーの生態学的研究をおこなう｡

植木浩一郎 :単純視覚性反応時間抹超における

GABA抑制の役割

大脳皮質の情報処理機構と伝達物質の役割を解

明するため､神経細胞の活動の記録をおこなった

り､モデルの計算機シミュレーションなどをおこ

なった｡

田中 香 :野生霊長類の採食生態

ニホンザル及びテナガザルにおいて,採食行動

と群れの形態との関連を調査し､霊長頬の群れの

機能について考察する｡

金沢 創 :ニホンザルの表情認知
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視覚探索課題を用いて､顔のどの部分の動きが

r哀惜｣を作り出すかを調べ､その認知の仕方が､

ヒトとどのように追うかを比較検肘した.

岨田 城 :グリベットモンキーの弘田皿伝学的研

究

エチオピア中央部の約600kmに渡る屯田のグリ

ベットモンキー10ガ星田の血中蛋白質匂気泳的多型

やミトコンドリアDNA多型より集団の構造や分

布拡大の歴史を考察する｡

松元健二 :視覚認知行動における前頭眼宿皮質の

役割

様々な写真を用いた祝党弁別課題をおこなって

いるサルの前頭眼柘皮質から中一ニューロン活動

を記録し.刺激に対する注意や行動との関係を解

析した｡

金照決 :霊長類におけるY染色体迫伝子の分析

シークエンシングによりY染色体上の特定泣伝

子の塩基配列を分析､比較した.

長谷川良平 :作業記憶にもとづく眼球運動の発現

に関する前頭連合野の働き

作其記憶にもとづくサッカード眼球運動の発現

に関与する脳内情報処理過程を明らかにすため

に､行動課題遂行中のサルの前頭連合野から神経

細胞活動を記録 ･解析した｡

椙浦和秀 :霊長類における視聴覚の統合

チンパンジーとニホンザルについて､視聴覚間

のクロスモーダルな情報処理の特性を実験的に検

討し､ヒトとの比較をおこなう｡

山越 言 :野生チンパンジーの採食生態 ･道具使

用

ギニア共和国ポッソウに生息するチンパンジー

群を対象に,道具使用も含めた採食行動一般と､

光源nの変動､社会関係等の関連を調べる｡

岡本暁子 :チンパンジー放飼弘田の出会い場面に

おける社会交渉の突放的研究 .

屋外放飼切のチンパンジーを対象に,出会い場

面に特徴的な社会交渉の至近的要因を､実験的操

作を加えて紋jqRすることにより明らかにする｡

典千奈突 :内耳の形態と械能

正長規の内耳を的型桟木によって明らかにし､

形鰻と機能を明らかにする｡

GurjaBelay: Population GeneticStudy of

乃eLDPhhecusgeIadaontheSoulhcmpartofEthiopia.

Iperformedfieldsurveyandbloodsamplingfrom

23β/95-26/3/96.Bloodsampleswerec011cctedfrom31

4populationsandbroughttoPrimateResearch

lhstituteforanalysis.

柴田博之 :ニホンザルの行動学的研究

ニホンザルの放飼切群と餌付け群を対象として

その社会行動について調べた｡

山根 到 :運動学習への運動性皮質の関与

大脳の運動性皮質が､学習した運動の実行にど

う関与するか､リーチング運動課題を学習したサ

ルの運動野と遊動前野にビククリンを注入し､ど

の様な運動が誘発されるのか調べた｡

佐藤 明 :霊長頬における因果推給の研究

継時的な情報を事がかりにした学習況辺を用

い､霊長矧 こおける因果推胎の過程を検肘する｡

田代靖子 :ニホンザル老齢メスの社会関係とメス

の共存機構

老齢メスの社会性がどのようにして保たれてい

るかを明らかにすることにより､群れ社会におけ

る他個体との共存機構を解明する｡

田仲祐介 :祝党系における典概析租の統合処理過

程の研究

祝党系において､形態祝と運動祝の相互作用が

どのように物体の提言馴こ関わっているのかを生理

的に明らかにする｡

褐士 珠美 :

対象認知による筋力発揮の準備過程の脳内機構
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サルが目標筋力の大きさを指示する手がかり刺

激を認知してから､実際に力を出すまで､脳内で

どのような情報処理がなされているのか.運動前

野のニュ-ロン活動の解析を中心に､検討する｡

泉 明宏 :聴覚刺激に対する好みの研究

感覚性強化の手法を用いてニホンザルの聴覚刺

激に対する好みを調べ､聴覚系における情報処理

について考察する｡

伊藤治介 :霊長類の性格の研究

霊長短の性格を客観的に測定する方法を模索す

る｡性格 (気質)の生物学的基盤を明らかにする｡

大平桝司 :霊長類脳発達における神経栄益因子の

分子生物学的研究

BDNFに対するポリクローナル抗体を作製し

それを用いてウェスタンブロット法により検出､

定立化を個体発生段階を追って行うことにより生

理的役割を明らかにする｡

竹元博幸 :霊長類の採食生態

屋外放飼場および野生のニホンザル,チンパン

ジーにおいて環境と食性との関係を探った｡

松原 幹 :ヤクシマザルの行動生態学的研究

ヤクシマザル野生群において性行動と採食行動

との脚係を調べ､社会関係の影響と採食戦略につ

いて考察する｡

水谷俊明 :テナガザルのデュエット

テナガザルの種特異的､性特異的な音声の発達

を調べる｡

論文

一和文-

1)金沢創 (1996)怒りの進化 -コミュニケー

ションのエラー ･メッセージ仮説-.科学朝日､

1月号 :23-28.

2)松沢哲郎 ･佐藤明 (1995)チンパンジーの視

覚認知.神経科学の進歩､39(4):636-645

-英文-

1)Kanazawa,S.(1996)Recognitionofacial

expressionsinaJapanesemonkey(MaacalzLSaLa)

amdhumans(Homosapiens)･Primates,37(1):25-
38.

2)Yamakoshi,G.&Sugiyama,Y.(1995)Pestle-

poundingbehaviorofwildchimpanzeesatBossou,

Guinea:anewlyobservedlooトusimgbehavior.

Primates,36(4):489-500.

学会発表等

一英文-

1)Fujita,K.皮Kanazawa,S.(1996)Howdo

Japanesemonke少sseehumansmileandsadfaces?

36thAnnualMeetingofPsychonomicSociety,Les

Angels,Calfomia,November1995.

2)Kin,H.-S.andTakenaka,0.(1995):Nucleotide

sequencesofZFXandZFYgenes,inprlmateS.

PrimateResearch,11(3):323.

3)Kin,H.-S.andTakenaka,0.(1995):A

comparisonofTSPYgenefromY-chromosomal

DNAof･lhegreatapesandhumans:sequence,
eyolution,andphylogeny.KoreanI.Genetics,
17(4):317.

4)Hashiya,KazuhideandKojima,Shozo(1995)

､Behavioralexperimentsonaudio-visualintegration

inachimpanzee(PanLroglodyEeS).lBROSatellite

Symposium'.ProccsslnginAuditoryandbnguagc

cortex..'(sapporo,Japan.)ablstract,p.31.

5)Hasegawa,R.,Sawaguchi,T.andKubola,K.

(1995)Memoryrelatedactivityofprefrontalneurons

dminganoculomotordelayedmatching-to-sample

task･lBROsatellitesymposium,"Physiologyand

anatomyoftheassociationcorticiesl'.(Inuyama,
Aichi,1995).Abstracts,p7.

6)Hasegawa,R.,Sawaguchi,T.andKubota,K.

(1995)Prefrontalneuronsdcterminedirectionof

saccadeduringan oculomotordelayedmatching-to-

samplctask.nemeetingofEuropeanneuroscience

(Amsterdam,theNetherlands,1995).Abstract,
p.205.

7)Matsumoto,K.,Nakamura,K.,Mikami,A.&

Kubota,K.(1995)Ncuronalactivitiesinthe

orbitofrontalcortexofmonkeysinvolvedin

performlngaVisualcognitivebehavior.ne25th

Soc.forNcurosci.(SanDiego,California,
Nevember,1995).Abstracts,21:1213.
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一和文-

1)小林隆 (1995)ウマの婚外交尾.邦17回日

本生態学会中郡地区会 (1995年10月､犬山).

2)金沢別 (1995)サルからみたヒトの衣楢.那

59回日本心理学会 (1995年10月､沖純).

3)鴫田城 ･庄武孝義 (1995)グリベット･モン

キー (cTeTCOPL'(hecusaethJ'opsaethL'ops)野生弘田

の泣伝子頻度分布 (予報).荊11回霊長類学会

大会 (1995r年6月,犬山).霊長類研究､ll(3):
312.

4)川本芳 ･庄武孝義 ･嶋田誠 ･GurjaBelay

(1995)東日本のニホンザル集団のミコンドリ

アDNA変異.第11回霊長類学会大会 (1995年

6月､犬山).霊長類研究､ll(3)･.313.
5)橋禰和秀 (1995)チンパンジ-における視聴

覚統合一新奇刺激導入の効果- :動物心詔全卵

55回大会.(1995年8月,大阪).動物心理学研究.

第45巻第2号.p.123.

6)岡本暁子 ･松村秀一 (1995)ムーアモンキー

のαオスはいつラウドコールを出すのか一個体

と群れの同時追跡の試み-日本動物行動学会

(1995年12月,三田,兵庫).発表要旨集､p.48.

7)松村秀一 ･岡本暁子 (1995)ムーアモンキー

のコドモが交尾を邪魔するのは?日本動物行動

学会 (1995年12月.三田,兵庫). 発表要旨典,

p.20.
8)奥千奈美 (1995)骨計測に基づく霊長軟性党

器官のアロメ トリー.第11回霊長類学会大会

(1995年6月､犬山).霊長類研究､ll(3):304.
9)奥千奈美 (1995)霊長矧 こおける頭蓋のアロ

メトリー.第49回日本人類学会 ･日本民族学会.

10)柴田博之 (1995)ニホンザルのコドモのグル

ーミング交渉における性差について.第回日本

忠長類学会大会 (1995年6月､犬山).霊長類研

究.ll(3):328.
ll)栗田博之 (1995)ニホンザルにおける発情の

タイミングについて.第42回日本生態学大会

(1995年8月,岩手).講演要旨集,p.137.

12)松沢哲郎 ･佐藤明 ･鈴木修司 (1995)チンパ

ンジーにおける色の認識 :同一見本あわせと象

徴見本あわせによる検討 :動物心理学全卵55回

大会.(1995年8月,大阪).勤物心現学研究.

45(2):138.

13)GuljaBelay･庄武孝義 ･川本芳 ･嶋田誠

(1995)ニホンザル (MacacaFusca(a)における

補体成分 (C6)の多型.第11回霊長類学会大

会 (1995年6月､犬山).霊長類研究､ll(3):
323.

学位取得者と論文項目

京都大学博士 (理学)

松村秀一 (課程) :RelaxedDominanceStyleof

MoorMacaques(MacacatTWunIS)(ムーアモンキ

ーにおけるゆるやかな優坊関係のスタイル)

田中正之 (論文) :AcquisitionandUlilizationof

InformationaboutObject-ObjectRelationshipsby

Chimpanzees(PaL7LTOgIodytes)(チンパンジーに

よる物体間情報の焚得とその利用)

栖本千絵 (課程) :StudiesonDeveropmentoof

SexalBehaviorandKinRelationshipsofWild

BonObos(野生ボノボの性的行動の発達と血縁

閑榛に関する研究)

松元健二 (祝程) :継時視覚弁別課題遂行中の視

覚情報修飾に関わるサル前頭眼績皮質ニューロ

ンの活動

小高 泰 (姶文) ･.前頭前野は周辺視野への注意

のI嗣艮処理の役割をになっている

京都大学修士

佐藤 明 :事物の時間的 ･空間的なまとまり

田代靖子 :老齢メスニホンザルの社会性の特徴

田仲祐介 :霊長類の祝党系における異種情報の統

合処理過程に関する研究

福士珠美 :運動前野は視先手がかりによる力発揮

の準備に関与する

大学院コロキアム

第 1回 :平成7年6月28日 (水)

｢霊長頬の発達 i成長｣

正祐信男 (認知学習分野)｢サルで行動発達研究

することにはどういう意味があるのか｣

楠本千絵 (大学院)｢野生ボノボの性器接触行動

の発達｣

鈴木樹理 (サル施設)｢出生後の身体発育にかか

わるホルモンの分泌動態J

林 基治 (器官調節分野)｢霊長類の脳の発達の

特徴J
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済田 穣 (形態進化分野)｢サルの身体発育パタ

ーンの進化｣

討論 :友永雅己､室山泰之､大蔵聡､福士珠美､

木村賛

企画 :閲松 豊､大蔵 聡

内容 :今回は霊長類の発達と成長に関して,野外

調査から実験まで､いろいろな立場から話題を

提供してもらった｡正高はサルを用いた研究結

果を安易に人間に適用する事に警鐘を鳴らし

た｡橋本はザイールの熱帯雨林に棲む野生ボノ

ボの観察結果を紹介した｡鈴木は飼育下のサル

のホルモン分泌の変化について､林は生理学の

立場からサルの脳の発達について論じた｡演田

は形態学的に見たサルの身体発育に関する発表

を行った (参加者 :約50名)｡

(文糞 :閲松 豊)

荊2回 :平成7年12月4月 (金)

r霊長類研究と進化生物学｣

鴫EIl 誠 (大学院)｢グエノン規の種分化と進化｣

毛利俊雄 (形態進化分野)r霊長規の形態と性差

の意義｣

揚妻直樹 (認知学習分野)r霊長頬における最適

採餌職略研究｣

松村秀一 (生態機構分野)｢霊長蛾における優劣

システムの進化｣

粕谷英一 (九州大学理学部)｢頗位制概念の再検

討｣

企画 :正高信男

内容 :近年目覚ましい発展をとげてきた進化に関

する一般理論の枠組みのなかで､霊長類の系統

進化や適応の問題がどの程度､説明可能なのか

を､論じた (参加者 :約100名)｡

(文責 :正高信男)

(3)外国人研究員

1)外国人研究員

氏 名 :wiuiamS.Procunier

受入教官 :庄武孝義

研究裸題 :マカク属の比較迫伝子マッピングと染

色体進化

招へい期間 :6.7.1-7.6.30

氏 名 :朱 本仁

受入教官 :松林清明

研究課題 :類人猿人工繁殖における性選別

招へい期間 :8.2.26-8.8.31

氏 名 :JasonMwenda

受入教官 :庄武孝義

研究課題 :アフリカの霊長類の迫伝的手法による

系統分類学的研究

招へい期間 :8.3.10-8.12.10

氏 名 :MichaelA.Huffman

受入教官 :杉山幸丸

研究課題 :霊長類の薬草利用と文化伝達

招へい期間 :8.3.15-9.3.14

氏 名 :陸 慶五

受入教官 :国松 豊

研究放題 :中国南部から出土した中新世類人猿

LuleJ7gPL'theαSの岨噴器官および体肢骨の也能形

･態学的研究

招へい期間 :8.3.25-8.7.15

2)招へい外国人学者

氏 名 :vamessaJaneHayes .
受入教官 :杉山幸丸

研究課題 :霊長類､とくにニホンザルの行動 ･生

態学的研究

招へい期間 :6.3.29-8.3.28 `

氏 名 :AlanSilberberg

受入教官 :藤田和生

研究改題 :チンパンジーにおける予期一自然的選

択行動による分析一

招へい期間 :7.6.4-7.8.7

氏 名 :BambangSuryobroto

受入教官 :竹中 修 `

研究課題 :インドネシア国スラウェシ島のマカカ

屈サルの分子系統学

招へい期間 :8.1.8-8.2.17

3)外国人共同研究者

氏 名 :AnneKaukas

受入教官 :平井啓久
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